
認定第７号

令和元年度旧瓶原村財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により、令和元年

度旧瓶原村財産区特別会計歳入歳出決算について、別紙のとおり監査委員の意見を付

けて議会の認定に付する。

令和２年８月３１日提出

木津川市長 河井 規子
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令和元年度　旧瓶原村財産区特別会計　決算の概要

　１．決算規模・決算収支

　　（１）決算規模

　　　　令和元年度の決算規模は、

　　　　　歳入　　8,045千円

　　　　　歳出　　7,413千円

　　（２）決算収支

　　　　＊実質収支

　　　　＊単年度収支

　　　　＊実質単年度収支

　２．歳　入

関西電力鉄塔敷地料 151千円

線下補償金 4,248千円

財政調整基金利子 309千円

財政調整基金繰入金 2,579千円

　３．歳　出

線下補償組合負担金 577千円

財政調整基金積立金 4,130千円

自治振興補助金 2,579千円

（前年度　6,622千円）

（前年度　6,341千円）

            となり、決算規模の前年度比較は、歳入が1,423千円、21.5％増、歳出が1,072千円、
         16.9％増とそれぞれ前年度を上回った。

　　　　　　令和元年度の歳入歳出差引額（形式収支）は、632千円で翌年度に繰越すべき財源
　　　　 はないため、実質収支の額も 632千円となり、前年度より350千円、124.1％増となった。

　　　　　　今年度の実質収支（632千円）から前年度の実質収支（282千円）を差し引いた単年度
　　　　　収支は、350千円となり、前年度より400千円、800.0％増となった。

　　　　　　今年度の単年度収支（350千円）に基金の積立金（4,130千円）を加え、基金の取り崩し額
　　　　 （2,579千円）を差し引いた実質単年度収支は、1,901千円となった。

　　　　令和元年度の歳入総額は、8,044千円となり、前年度と比較すると1,423千円、21.5％増
　　　となった。歳入の概要は、次のとおりである。

　　　　令和元年度の歳出総額は、7,413千円となり、前年度と比較すると1,072千円、16.9％増
　　　となった。歳出の概要は、次のとおりである。
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旧瓶原村財産区特別会計　決算の状況

１．歳　　入
（単位 ： 円、％）

令和元年度決算額　 平成30年度決算額　

① ②

財産収入 4,747,254 4,780,372 △ 33,118 △ 0.7

繰入金 2,579,000 1,507,000 1,072,000 71.1

繰越金 281,619 332,246 △ 50,627 △ 15.2

諸収入 436,960 2,870 434,090 15125.1

合      計 8,044,833 6,622,488 1,422,345 21.5

２．歳　　出
（単位 ： 円、％）

令和元年度決算額　 平成30年度決算額　

① ②

総務費 4,833,817 5,333,869 △ 500,052 △ 9.4

諸支出金 2,579,000 1,007,000 1,572,000 156.1

合      計 7,412,817 6,340,869 1,071,948 16.9

項　　　目 増減　①－② 増減率

項　　　目 増減　①－② 増減率

２



旧瓶原村財産区特別会計　主要施策の成果

歳入の概要

１．財産収入 4,747,254円

関西電力鉄塔敷地料 150,914円

土地貸付料 39,791円

線下補償金 4,247,909円

財政調整基金利子 308,640円

２．繰入金 2,579,000円

　　財政調整基金から繰り入れがあった。

３．繰越金 281,619円

　　前年度決算に伴う剰余金としての繰越金があった。

４．諸収入 436,960円

　　雑入として、樹木伐採補償料の収入があった。

歳出の概要

１．総務費 4,833,817円

　①　管理会費 124,562円

　　　　　財産区管理会の運営費であり、主なものは、管理会委員の報酬（114,000円）である。

　②　財産管理費 4,709,255円

線下補償組合負担金 577,138円

財政調整基金元金積立金 3,821,685円

財政調整基金利子積立金 308,640円

２．諸支出金 2,579,000円

岡崎区（岡崎区公民館改修工事） 1,215,000円

東区（東区公民館通路舗装工事） 244,000円

奥畑区（奥畑区公民館改修工事） 769,000円

　　　　 （奥畑区公民館倉庫改修工事） 351,000円

　　財産収入として、次のとおり関西電力鉄塔敷地料、土地貸付料、線下補償金及び財政調整基
　金利子の収入があった。

　　　　　財産区の運営経費及び財産管理経費であり、主なものは次のとおりである。

　　　　　地元区への自治振興補助金であり、内訳は次のとおりである。

３


